施設処遇会議　議事録

と　き：H19.2.12　13:30～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：秋山Ｇ.Ｏ.M・長谷部G.O.M・清水G.O.M・山口・山田・三浦・小笠原・原・小坂・佐々木

（欠席者：C.Ｅ.O・江刺家I.O.O・村田I.O.O・小松）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小笠原

議題

１：川口和人様　（青明舎利用者様）の処遇について

２：下町サン子様（青風荘入所者様）の処遇について

３：奥山以依子様（青山荘入所者様）の処遇について

１：川口和人様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：てんかん　心因反応　　合併症：糖尿病

　＜問題点＞

1 百石荘での職親訓練を継続し、将来の一般就労に向けた活動ができる。

2 糖尿病、てんかん発作の予防

＜介入方法＞

1 について

・メニュー表に従い訓練を継続し、体調の変化があるときは必ず訓練先のスタッフに伝える。

・青明舎に来所されたときは現状についてスタッフへ伝える。また外来受診日以外でも青明舎に来所してもらい就労について相談してもらう。

2 について

・訓練日以外の余暇の過ごし方を工夫し、各行事に積極的に参加する。

・おいらせ町環境保健課で定期的に健康チェックを受ける。

・訓練や受診、体調、生活全般の状況を関係者に情報提供をする。

・体調について変化があった場合は随時受診し、医師に必ず相談する。また必要に応じて母親も診察室に入り状況について相談する。

＜評価＞

　　　今後も就労支援を継続し、百石荘での職親からパートへの移行を勧めていく。また、おいらせ町の保健師が糖尿病に関してのアプローチを行っているので②の問題点に関し、青明舎でアプローチする必要性は低い。ケア会議を行った際に、関係機関（おいらせ町の保健師、八戸市の保健師、青明舎、百石荘）の役割を明確にしていく支援を行う。

２：下町サン子様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　

＜問題点＞

1 計画的な金銭管理が出来ない。

2 衣類の調整が出来ない。（場や気候にあった服装ができない。洗濯に固執している）

3 身体的不調の訴えが多く聞かれる。

＜介入方法＞

1 について

・小遣い銭の金額を決めて、その範囲内で必要な物を買えるように継続的な支援を行っていく。

2 について

・何枚も重ね着をしたり、同じ服を何日も着続ける傾向にある為、衣類の調整の仕方をその都度、一緒に確認している。（継続的に支援を行っていく）

3 について

・不調の内容をよく聞き、必要に応じてバイタル測定等を対応していく。状態によっては外来受診時にDrへ情報提供する。

　＜評価＞

　　本人から、身体的不調の訴えは最近、多く聞かれる。問題点の①・②に関しては短期間で改善できない為、本人の能力の低下を防ぐようにプランを継続していく。前回の処遇検討会議に出た住所の変更については、保護者の選任を行ってから住所の変更を行う。

３：奥山以依子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　

＜問題点＞

1 年金の自己管理

（1） QOLの向上

（２）貯金について

2 家族関係の調整

　（１）退所先について

　（２）家族関係の調整

＜介入方法＞

1 について

（１）について

　・入所料・生活費は毎月7.5万円とし、面談時に収支表を確認しながら、本人の生活水準を把握する。

・QOL向上と、交通機関の利用訓練も兼ねて、青山荘付近外への外出の機会を設け、生活に張りを持たせ、本人の興味や楽しみを増やす。

　（２）について

　　・貯まった年金の使い道について、本人と検討する。

　　・岩手銀行通帳でしか金銭管理することが困難な為、青森銀行の通帳残金を引き落とし、解約手続きを行う。（弟も同意している）

2 について

（１）について

　・本人が青山荘の期間延長を希望しているため、１年間の延長の中で本人にとってどのような援助が必要となる。またどの程度まで能力が向上することが出来るかを面談や生活状況を随時観察することで本人のニーズを引き出し、ニーズに沿った援助を行う。

　・弟夫婦とも面談を行い、本人の希望と弟夫婦の希望のすりあわせを行いながら適切な対処先について検討を行う。

（２）について

・以前は定期的な面会・外泊を行っていたが、弟様の仕事が忙しいとのことで、面会も不定期なり、外泊を行う事ができない状態とのことで、本人と弟夫婦との繋がりを維持できるような援助を行う。

【１】手紙

　　文章を書く事や、スケッチブックに絵を描くことを得意としていることから、余暇時間を活用し、家族へ手紙を書く。言葉で伝えられないことが多い為、入院時より日記をつけることで自分の気持ちを表現してきた為、手紙という日記とは違う文面で相手への気持ちを伝える訓練も兼ねて、家族との繋がりを持てるよう援助を行う。

【２】面会

　　　弟様の仕事が忙しいこともあり、定期的な面会や外泊を行うことは困難であるが、本人の様子を青山荘だよりや、電話連絡にて伝え、弟様の都合が合えば、面会に来ていただく。その際に職員とも面談を行い、本人の様子や今後について随時検討を行う。

＜評価＞

　　昨年の１２月に年金の通帳管理が本人に変わってから、本人の自立が進んだように思われる。保護者である弟様は、自分が退職してから以依子様の面倒をみたいと話しているが、青風荘などの施設に本人を入れたいという意向も見られている。無理に本人を弟の所に帰すことにより本人と家族の両方に負担を掛けかねないと思われる。今後、退所先を再検討し、地域生活をできるように支援していく必要がある。
